
               平成31年度
            主要事業の概要

７．まちを元気にする
地域資源・産業が連携してヒト・モノ・カネが循環する社会を形成し、
外需を呼び込む

活力

「はたらく」・「たべる」・「くらす」に重点を置いた人口減少対策事業の推進

快適

３．まちの魅力を高める
恵那市ならではの自然や伝承文化などを活かし、誇りと愛着を育むま
ちを形成する

４．便利に暮らす
生活基盤を維持・向上し、便利な暮らしや、田舎ならではの不便さを
楽しめる暮らしを送る

５．いきいきと暮らす 自らを高める力や社会とつながる力など、社会全体で人を育む

６．みんなでまちをつくる
地域自治力を高めるとともに、さまざまな人びとが連携し相乗効果を
生み出す

２．生命と財産を守る

安心

子育て・雇用・健康など、日常生活で安心を得る

防災・防犯・交通安全などにより、生命や財産を守る

恵　那　市

人・地域・自然が輝く交流都市　～誇り・愛着を持ち住み続けるまち～　の実現を目指すための７つの基本目標

　平成31年度は、第２次恵那市総合計画（平成28年度（2016年度）～2025年度）の４年目

１．安心して暮らす

平成31年４月開園の「おさしま二葉こども園」



3,394,579 千円

安心して子どもを育てる 2,495,070 千円

主な事業

■ 578,000 千円

【図１】東野小学校区放課
後児童クラブ

■ 168,160 千円

【図２】子ども・子育て支
援「ひとねるサポート」

■ 10,660 千円

【図３】病児保育所

■ 157,290 千円

【図４】おさしま二葉こど
も園

■ 1,179,290 千円

【図５】岩村こども園の様
子

■ 70,330 千円

【図６】こども園発達障が
い児等支援「サポートブッ
ク」

保護者の多様化するライフスタイルの変化等に対応するとともに、市
内全ての地域で共通の教育保育目標を掲げ、誰もが安心して子育てが
できる教育・保育環境の提供を行います。

・おさしま二葉こども園指定管理委託（新規）【図４】
・おさしま二葉こども園未満児保育受入れ拡充（新規）
・城ケ丘こども園・岩村こども園指定管理委託【図５】

・学習支援拠点等利用支援事業（新規）
・子育て世代包括支援センター運営【図２】
・病児保育所の運営【図３】
・出産おめでとう事業
・育児支援ヘルパー派遣事業

障がい児通所支援給付事業【継続】
早期療育を必要とする子どもに対して、日常生活における基本的動作
を習得し、知識技能を身につけ、集団生活に適応できるよう支援を行
います。

・障がい児療育に係る相談（利用計画作成）、通所支援

こども園教育・保育推進事業【拡充】

こども園発達障がい児等支援事業【継続】
発達障がいや特別な配慮が必要な園児に対して、自立と社会参加に必
要な力を培うため、子どもの状態に応じた適切な指導及び必要な支援
を行います。【図６】

・加配保育教諭の配置
・保育教諭研修会開催

基本目標１　安心して暮らす（安心）

基本施策：

子ども等福祉医療費助成事業【継続】
子ども（中学校卒業まで）、重度心身障がい者（１級～４級等）、ひ
とり親家庭等（母子・父子家庭等の父母等及び子ども）の医療費の一
部を助成します。

・子ども・重度心身障害者・ひとり親家庭等医療費助成

放課後児童対策事業【継続】
保護者が安心して働ける環境づくりを支援するため、「放課後児童ク
ラブ」を設置し、家庭に代わる居場所を提供します。

・長島小学校区放課後児童クラブの移転（新規）
・三郷小学校区放課後児童クラブの移転（新規）
・放課後児童クラブの運営（市内14校区）【図１】

子ども・子育て支援事業【継続】
子ども子育て支援総合窓口「子育て世代包括支援センター」（えなっ
宝ほっとステーション）を中心とし、妊娠・出産・子育てまで切れ目
のない支援を行います。

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 47,800 千円

【図７】産後ケア事業

安心して働ける 158,030 千円

主な事業

■ 43,400 千円

【図１】就職面接会

■ 114,630 千円

【図２】本社機能誘致活動

健康を維持・増進する 151,840 千円

主な事業

■ 33,280 千円

【図１】プロの料理人によ
る子ども料理教室

■ 7,940 千円

【図２】健幸フェスタinえ
な

市内の産業基盤を支える労働者が、生きがいとゆとりある暮らしがで
きるよう就労環境の充実を図ります。

妊娠・出産支援事業【継続】
安心して子どもを産むことができるよう妊娠から産後まで切れ目のな
い支援を行います。

・妊婦健診・歯科健診受診票の発行、不妊治療費用助成
・産後ケア事業（宿泊型・デイケア型）【図７】
・産前・産後サポート事業

労働対策事業【継続】

基本施策：

がん検診事業【継続】
がん予防のための正しい知識の普及や早期発見・早期治療のための各
種がん検診を行います。

基本施策：

・受診券・クーポン券発行によるがん検診の受診勧奨
・指定医療機関、保健センター等でのがん検診実施

・恵那市雇用対策協議会・ジョイセブン支援【図１】
・Ｕターン就労者支援事業
・勤労者住宅・生活資金貸付事業

企業誘致推進事業【継続】
工業団地の整備を進めるとともに、既存企業の活性化のための支援を
行います。また、本社機能の誘致に向けた取組を進めます。

・本社機能誘致のための活動【図２】
・サテライトオフィス推進事業
・企業等立地促進奨励金
・新たな工業団地の創出検討

健幸まちづくり事業【拡充】
健康寿命の延伸を目指し、市民の誰もが健康に関心を持ち、正しい生
活習慣づくりを進めるため各種事業を行います。

・生活習慣病重症化予防運動支援事業（新規）
・えな「美食と健幸」のひとづくり事業【図１】
・エーナ健幸ポイント事業
・健幸フェスタinえな開催【図２】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 5,930 千円

【図３】若い人健診

■ 80,810 千円

【図４】特定健診

日々の暮らしを守る 589,639 千円

主な事業

■ 49,730 千円

【図１】地域福祉懇談会の
様子

■ 81,330 千円

【図２】地域生活支援拠点
「ぷらっと」

■ 26,710 千円

【図３】壮健クラブの活動

■ 242,009 千円

【図４】介護予防・日常生
活支援総合事業「水中歩行
運動教室」

・歯周疾患検診（集団検診から個別検診へ変更）
・若い人健診【図３】、肝炎ウイルス検診
・訪問指導、健康相談、健康教育
・骨髄ドナー等助成

特定健康診査等事業【継続】
生活習慣病を予防するため、各種健診事業を行い、健診結果を参考に
して保健指導を行います。

・特定健診【図４】
・すこやか健診
・さわやか口腔健診

・壮健クラブ活動支援【図３】
・シルバー人材センター事業支援

高齢者地域支援事業【継続】
高齢者自身が地域・社会活動に参加し、医療・介護・予防・住まい・
生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を進めま
す。

・地域包括支援センター事業
・任意事業
・包括的支援事業
・介護予防・日常生活支援総合事業【図４】
・指定介護予防支援事業

保健推進事業【拡充】
生活習慣病を予防するため、特定健康診査等事業と連携し、若年層か
らの保健指導や重症化のおそれのある方への個別指導等を行います。

障がいのある方々が、自立した生活を営むことができるよう各種事業
による支援を行います。

高齢者が健康で生きがいを持ち社会で活躍できるようシルバー人材セ
ンターや壮健クラブに対して支援を行います。

・社会福祉協議会への活動支援【図１】
・ふれあいまちづくり事業支援
・自殺対策啓発

障がい者地域生活支援事業【拡充】

高齢者活躍支援事業【継続】

・東濃基幹相談支援センター事業（新規）
・障がい者相談事業
・障がい者への各種生活支援事業【図２】

地域福祉推進事業【継続】
地域福祉活動の推進と社会福祉協議会への活動支援を行います。

基本施策：

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 27,460 千円

【図５】就労準備支援事業

■ 68,250 千円

【図６】プレミアム付商品
券（2015年度見本）

1,615,480 千円

医療と救急を充実する 1,225,910 千円

主な事業

■ 933,597 千円

【図１】市立恵那病院

■ 57,503 千円

【図２】国保上矢作病院

■ 32,230 千円

【図３】高規格救急車

・病院群輪番制運営事業
・在宅当番医制運営事業
・医師確保奨学資金貸付負担金
・看護師確保修学資金貸付事業

救急施設整備事業【継続】
市民の救命率の向上のため、高度救命処置備品の整備と高規格救急自
動車の更新を行います。

・高規格救急自動車の更新（明智消防署）【図３】
・救急活動備品の整備

病院事業【継続】
地域医療と救急体制の確保、病院事業会計の経営健全化促進と経営基
盤の強化を図ります。

・市立恵那病院運営事業【図１】
・国保上矢作病院運営事業【図２】
・医療機器更新事業

地域医療確保対策事業【継続】
休日・夜間における救急医療を確保するため、１次救急医療機関（診
療所等）・２次救急医療機関（病院）への運営に対し支援を行い、初
期救急医療体制の充実を図ります。

生活困窮者自立支援事業【拡充】
生活保護に至る可能性のある生活困窮者や生活保護受給者に対し就労
支援等を行います。

・被保護者就労支援事業（新規）
・生活困窮者自立相談支援事業
・生活困窮者家計改善支援事業
・生活困窮者就労準備支援事業【図５】

基本目標２　生命と財産を守る（安心）

基本施策：

低所得者・子育て世帯向けプレミアム付商品券事業【新規】
消費税・地方消費税の引上げが、低所得者・子育て世帯の消費に与え
る影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起することを目的
にプレミアム付商品券を発行します。【図６】

・対象者（住民税非課税者、３歳未満の子がいる世帯）
・プレミアム率20％
・発行額約250,000千円

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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犯罪や事故を防ぐ 21,080 千円

主な事業

■ 5,520 千円

【図１】交通安全教室

■ 12,090 千円

【図２】交通安全施設整備

■ 3,470 千円

【図３】防犯カメラ設置

災害から身を守る 368,490 千円

主な事業

■ 127,490 千円

【図１】防災行政無線同報
系

■ 7,080 千円

【図２】防災アカデミー

■ 15,440 千円

【図３】耐震補強工事

・地域防災リーダー育成事業【図２】
・防災備蓄品・資機材等整備
・自主防災組織支援

建築物耐震促進事業【継続】
防災意識の向上・醸成を図るため、個人への建築物の耐震診断、耐震
改修を支援します。

・木造住宅の無料耐震診断事業
・建築物耐震診断費助成
・木造住宅耐震補強工事費助成【図３】
・アスベスト含有調査費等助成

防災推進事業【拡充】
防災体制や災害時対応能力の向上を図るため、防災行政無線を運用し
た気象観測情報等の情報伝達機能を充実します。また、水害ハザード
マップの整備や避難所へのWi-Fi環境の整備を行います。

・防災行政無線移動系（恵那市全域）デジタル化事業（新規）
・防災行政無線同報系（上矢作地区）デジタル化事業（新規）
【図１】
・恵那市水害ハザードマップ（小里川・阿木川）整備事業（新規）
・避難所Wi-Fi整備事業（新規）
・ブロック塀等撤去助成

地域防災力向上事業【継続】
災害時における対応力の強化を図るため、自主防災組織等の強化に係
る支援や備蓄資機材の充実を図ります。

・交通安全施設整備【図２】
・交通安全原材料支給

防犯まちづくり事業【拡充】
市民の安全を確保し防犯活動の効率化を図るため、地域防犯組織の相
互連携強化と活動支援を実施し、安全・安心なまちづくりを推進しま
す。

・犯罪被害者等（遺族・重傷病者）支援事業（新規）
・恵那地区防犯協会支援
・防犯カメラ設置助成【図３】

基本施策：

交通安全まちづくり事業【継続】
交通指導員による交通安全指導や交通安全対策協議会等への活動支援
を行い、市民と一体となって交通事故防止・交通安全思想の普及徹底
を行います。

・恵那市交通安全対策協議会等への活動支援
・交通安全教室の実施【図１】

交通安全対策施設整備事業【継続】
道路の安全性を高めるとともに交通事故防止を強化するため、交通安
全施設の整備を行います。

基本施策：

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 4,140 千円

【図４】解体を行った特定
空家

■ 45,540 千円

【図５】消防ポンプ車購入
（飯地）

■ 8,740 千円

【図６】消防本部恵那消防
署

722,970 千円

自然を守り活かす 130,850 千円

主な事業

■ 130,850 千円

【図１】えなの森林魅力発
信事業

魅力あるまち並みを創る 416,620 千円

主な事業

■ 132,130 千円

【図１】瑞浪恵那道路中心
線杭打ち式

地籍調査事業【拡充】
土地に関わる行政活動や経済活動を円滑にするため、地籍調査を行い
ます。

・継続調査地区（長島、笠置、中野方、上矢作、明智、武並）
・瑞浪恵那道路建設先行調査事業【図１】

基本施策：

森林保全促進事業【拡充】
森林の有する多面的機能の維持や災害防止のため、森林整備を実施す
るとともに、山林教育や山の魅力を発信し、森林づくりの意義と技術
者育成を行い、手入れの行き届かない森林を減少させるため新たな森
林管理制度を進めていきます。

・森林環境譲与税活用事業（新規）
・えなの森林魅力発信事業【図１】
・市有林施業
・間伐推進事業
・高齢級間伐推進事業
・森林整備地域活動事業

基本施策：

地域防災力の維持・向上に向け、消防団設備を整備し、消防団が活躍
できる体制を維持します。

・明智分団大田器具庫改修事業
・CD-1型消防ポンプ自動車購入（飯地分団）【図５】

常備消防施設整備事業【継続】
消防本部を核とする消防署（恵那・岩村・明智消防署、上矢作分署、
中野方救急分遣所）の施設、設備、車両、機械器具等の維持修繕・更
新を計画的に行い、災害発生時の機動力強化を図ります。【図６】

・消防施設・設備・車両修繕
・機械器具整備

基本目標３　まちの魅力を高める（快適）

非常備消防施設整備事業【継続】

空家解消対策事業【継続】
適切な管理が行われていない空き家等に対し、地域住民の生活環境保
全のため対策を行っていきます。

・特定空家解体支援事業（新規）【図４】
・特定空家等審査会開催

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 25,270 千円

【図２】恵那駅前惣の神線

■ 219,470 千円

【図３】正家第二土地区画
整理事業地

■ 16,730 千円

歴史・文化を活かす 175,500 千円

主な事業

■ 8,180 千円

【図１】いわむら城址薪能

■ 112,320 千円

【図２】明治天皇行在所

2,717,506 千円

戦略的に道路をつくる 578,570 千円

主な事業

■ 21,100 千円

【図１】県道 中野方七宗線

基本施策：

国県道事業等負担金負担事業【継続】
国道や県道等の整備を促進していきます。

・（国道）418号（飯地町五明、三郷町佐々良木、上矢作町下川原）
・（主要地方道）豊田明智線、瑞浪上矢作線
・（県道）恵那八百津線、中野方七宗線【図１】
・（急傾斜地崩壊対策）吉良見４、八重洞

・岐阜県文楽・能大会開催支援（新規）
・恵那市伝統芸能大会開催支援
・伝統保存文化育成支援
・いわむら城址薪能開催支援【図１】

文化財の調査・保存・活用事業【拡充】
地域の歴史的・文化的資源を適切に守り活用するため、文化財の調
査、保存、活用を行います。

・明治天皇大井行在所整備事業（新規）【図２】
・正家歴史資料倉庫撤去事業（新規）
・岩村歴史資料館トイレ改修事業
・指定文化財保存修理支援
・市有文化財の維持管理と保存修理

基本目標４　便利に暮らす（快適）

移住・定住しやすい住居環境の充実を図るため、住宅施策に取り組み
ます。また、民間宅地開発を促進するための支援策を推進していきま
す。
・土地利用調査事業

基本施策：

伝統芸能保存伝承事業【継続】
市内各地に伝わる歌舞伎、獅子芝居などへの支援を行い、伝統芸能の
伝承・携わる者の裾野拡大を図ります。

・恵那駅前広場シェルター設置事業（新規）
・恵那駅前惣の神線整備事業（測量設計）（新規）【図２】
・都市計画マスタープラン改定事業

土地区画整理事業【継続】
快適に暮らせる住環境と商業施設などの充実による魅力的なまち並み
を整備するため、正家第二土地区画整理事業を進めます。

・都市計画道路寺平的ケ屋敷線整備事業（工事）
・都市計画道路赤田中曽根線道路築造事業（工事）
・区画整理地内公園整備事業（工事）【図３】

住宅施策推進事業【継続】

都市計画推進事業【拡充】
都市計画に基づいたまちづくりを推進し、都市の健全な発展と秩序あ
る整備を行います。

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 557,470 千円

【図２】寺田石山線

移動手段を充実する 311,930 千円

主な事業

■ 214,170 千円

【図１】新型バス車両

■ 5,400 千円

【図２】くしばす（有償運
送）

便利な消費生活を送る 2,300 千円

主な事業

■ 2,300 千円

【図１】移動販売車（くる
くるまめしょっぷ）

暮らしやすさを保つ 1,824,706 千円

主な事業

■ 266,680 千円

【図１】凍結防止剤散布

暮らしを支える生活基盤である市道の維持修繕等を行い、道路安全の
確保と長寿命化を行います。

・橋りょう維持修繕
・道路維持修繕
・通学路安全対策
・道路凍結防止対策（除雪凍結防止剤散布）【図１】

買い物支援事業【継続】
便利な消費生活を送ることができるように、市内業者と協力して宅配
を含めた移動販売車を運行するなど、買い物環境の維持・充実のため
の支援を行います。

・移動販売車運行支援（串原・上矢作）【図１】

基本施策：

道路橋りょう維持管理事業【継続】

・明知鉄道の経営、施設修繕等支援
・自主運行バス運行支援【図１】

地域交通網対策事業【継続】
地域交通を持続可能なものとするため、過疎地域などバスやタクシー
が対応できないエリアに対し、地域住民の主体による地域移送サービ
スの構築に向けた取組を支援します。

・飯地地域有償運送支援
・串原地域有償運送支援【図２】

基本施策：

経済基盤や観光機能を強化する道路など、主要となる道路の整備を行
い、交通の利便性向上による経済基盤と住環境の強化を図ります。

・恵那西工業団地進入路（長島町255号線）整備事業 （工事、用地補
償）
・武並町182号線整備事業（丈量測量、用地補償）
・大洞亜炭道路線整備事業（丈量測量、用地補償、物件補償）
・飯地中野方線整備事業（丈量測量、工事、用地補償、物件補償）
・寺田石山線整備事業（丈量測量、工事、物件補償）【図２】
・上矢作町13号線整備事業（丈量測量、工事、物件補償）
・大竹松本線整備事業（丈量測量、工事、用地補償、物件補償）

基本施策：

基幹交通対策事業【継続】
地域住民や観光客にとって便利で快適な移動手段を確保するため、明
知鉄道を中心とした鉄道やバスなどの総合的な公共交通ネットワーク
の構築、明知鉄道、自主運行バスへの支援を行います。

主要市道整備事業【拡充】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 57,730 千円

【図２】恵那病院線

■ 102,200 千円

【図３】北山川

■ 428,500 千円

【図４】更新前の水道施設

■ 201,316 千円

【図５】マンホールトイレ

668,273 千円

学ぶ力をつける 394,600 千円

主な事業

■ 46,820 千円

【図１】ALTによる事業の様
子

特色ある教育推進事業【継続】
特色ある教育推進のため外国語指導補助を導入し、小中学校の英語教
育、国際理解教育を行います。また、学校の教育諸活動を充実・活性
化させるための支援を行います。

・コミュニティスクール事業
・地域未来塾事業
・PTA連合会・家庭教育学級支援
・外国語指導助手（ALT）の配置【図１】

・水道施設更新事業【図４】
・老朽管更新事業

下水道事業【継続】
衛生的で快適な居住環境づくりと公共用水域の水質保全に努めるた
め、下水施設の更新整備等を計画的に行います。

・公共奥戸処理区建設事業【図５】
・特環恵那峡処理区建設事業
・特環竹折処理区建設事業
・特環岩村処理区建設事業
・特環明智処理区建設事業
・特環上矢作処理区建設事業

基本施策：

基本目標５　いきいきと暮らす（活力）

河川整備事業【拡充】
市民の生活を支える河川の機能向上を図るため、排水路整備・河川整
備等を行います。

・北山川整備事業（工事）【図３】
・排水路補修
・河川維持補修

水道事業【継続】
安心安全な水を持続的に供給するため、水道施設の更新整備等を計画
的に行います。

生活市道整備事業【継続】
市民の生活を支える道路の機能向上を図るため、生活道路の整備を行
います。

・中野方町59号線道路整備事業（工事）
・笠置町37号線道路路整備事業（測量設計、丈量測量）
・笠置線道路改良路整備事業（丈量測量、用地補償、物件補償）
・恵那病院線道路整備事業（視距改良工事）【図２】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 199,110 千円

【図２】ICT授業の様子

■ 65,770 千円

【図３】市民講座

共に生きる力をつける 19,283 千円

主な事業

■ 1,363 千円

【図１】人権尊重教育事業

■ 6,970 千円

【図２】下田歌子賞記念イ
ベント

■ 10,950 千円

【図３】成人式

生きがいをもって暮らす 254,390 千円

主な事業

■ 5,610 千円

【図１】こども園運動プロ
グラム

地域力を活用し、社会全体で恵那市の未来を担う青少年の健全育成を
図るため、各種事業の実施や青少年団体への支援を行います。

・放課後子ども教室開催
・青少年市民会議支援
・子ども会指導者連絡協議会支援
・成人式開催【図３】

基本施策：

生涯スポーツ推進事業【継続】
運動やスポーツを通した健康づくり、子どもの健全育成を推進するた
め、各種スポーツ教室・イベントなどへの支援を行います。

・中部大学「こども園運動プログラム」策定【図１】
・体育連盟スポーツ教室開催
・生涯スポーツ推進支援

・人権講習会の実施【図１】
・人権啓発の実施
・人権擁護委員活動支援

三学のまち推進事業【継続】
三学の精神を理念に市民三学運動を推進するため、まちづくりと連携
した事業を行います。

・三学のまち講座開催
・大学連携講座・出前講座・自主企画講座開催
・先人顕彰事業（佐藤一斎、下田歌子、三好学等）【図２】

青少年育成事業【継続】

市民が学ぶ力をつけるため、市民講座の開設や生涯学習活動団体の育
成を図ります。

・市民講座の開催【図３】
・コミュニティセンターの運営

基本施策：

人権尊重教育事業【継続】
人権同和をはじめ、子どもの人権、女性の人権、障がい者の人権、外
国人の人権などについて、学習機会等を通じ人権意識への関心を高
め、意識改革の醸成を図ります。

・学習アプリ導入検討事業（検証・研究）（新規）
・小中学校モニター整備事業（新規）
・教員PC更新

コミュニティセンター講座運営事業【継続】

小・中学校教育振興事業【拡充】
小・中学校の教育活動の充実、活性化を図ります。また、近年高度化
し必要とされる情報リテラシーの習得のための情報教育や生徒児童・
教員数の減少など、恵那市の教育現場を取り巻く環境に対応するた
め、ICTを使った新たな教育に力を入れていきます。【図２】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。

－10－



■ 15,600 千円

【図２】市民体育大会

■ 5,340 千円

【図３】ジャパンカップス
ピードスケート競技会

■ 200,000 千円

【図４】まきがね公園野球
場

310,720 千円

まちの担い手になる 177,760 千円

主な事業

■ 143,570 千円

【図１】移住定住「恵那体
験バスツアー」

■ 33,840 千円

【図２】まちづくり団体の
活動

基本目標６　みんなでまちをつくる（活力）

基本施策：

移住・定住推進事業【拡充】
移住・定住を推進するため、総合的な移住定住推進施策に取り組みま
す。また、恵那くらしビジネスサポートセンターを核として、地域と
連携した移住・定住のサポートを行います。

・東京圏からの移住支援事業（新規）
・移住・定住者に対する助成
・恵那くらしビジネスサポートセンター運営事業（移住定住支援）
【図１】
・地域おこし協力隊配置
・まちづくり推進員配置

競技スポーツへの関心を高めトップアスリート育成を目指すため、各
種スポーツ団体・大会への支援を行います。

・競技力向上事業
・各種スピードスケート競技会開催支援【図３】

スポーツ施設改修事業【継続】
市民への運動に親しむ場の提供とスポーツを通じた健康づくり、子ど
もの健全育成を推進するため、市全体のスポーツ拠点であるまきがね
公園内の運動施設改修を行います。

・まきがね公園野球場大規模改修事業【図４】
・まきがね公園テニスコート大規模改修事業

地域スポーツ推進事業【継続】
運動・スポーツを通じたコミュニティづくりを目指し、地域でのス
ポーツリーダーとなるスポーツ推進委員、地域スポーツ推進委員、各
地区体育協会に対する活動支援を行います。

・市民体育大会等運営支援【図２】
・各地区体育協会支援

競技力向上推進事業【継続】

まちづくり市民活動推進事業【継続】
地域活動の参加者や活動団体を育成し地域を担う力を高めるため、市
全域を対象として課題解決に取り組むまちづくり活動団体等の活動を
支援します。

・まちづくり団体支援【図２】
・NPO法人等まちづくり活動団体支援

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 350 千円

【図３】地域の女性参画拡
大に向けたプログラム

地域自治力を高める 132,960 千円

主な事業

■ 106,130 千円

【図１】地域のまちづくり
活動（岩村宵のひなまつ
り）

■ 25,100 千円

【図２】上矢作日常生活支
援

1,304,170 千円

産業を育成・支援する 950,900 千円

主な事業

■ 16,610 千円

【図１】電気牧柵設置

■ 60,900 千円

【図２】新規就農者支援

地域自治推進事業【継続】
地域計画に基づく地域での課題解決に向けた取組に対し、地域振興基
金や、ふるさとえな応援寄附金等を活用し、地域のまちづくり活動を
支援します。また、住民のまちづくりへの参画と地域自治力が高まる
よう地域の運営体制の強化に取り組みます。

・民泊農泊セミナー開催
・地域自治区運営協議会活動支援
・地域のまちづくり活動支援【図１】
・ふるさとえな応援寄附金を活用した地域活動支援
・地域防災組織防災力向上支援

・農福連携事業（新規）
・農業生産組織、新規就農者等支援【図２】
・農地中間管理事業（農地集積）
・農業経営塾開催

男女共同参画推進事業【継続】
男女共同参画社会の実現に向け、第２次恵那市男女共同参画プランに
基づき、市民・企業・地域への啓発や女性の起業に向けた支援を行い
ます。

・委員会等会議出席託児事業
・女性の起業に向けた出店体験事業
・地域女性活躍推進事業【図３】

基本施策：

・上矢作日常生活支援委員会支援【図２】
・串原営農組織育成支援

鳥獣害対策事業【継続】
鳥獣による農林産物の被害を防止するため、鳥獣害対策を推進しま
す。

地域での農業経営活動の取組や担い手育成を図るとともに、担い手へ
の農地の集積・集約化等を推進します。

過疎地域活性化振興事業【継続】
恵那市過疎地域自立促進計画（平成28年度（2016年度）～2020年度）
を推進するため、地域資源の活用や定住を目指した生活環境の整備、
高齢化対策など地域の主体的な取組に対し支援を行います。

基本目標７　まちを元気にする（活力）

基本施策：

・農作物被害防止対策事業【図１】
・有害鳥獣捕獲事業
・新規狩猟者育成事業
・恵那市猟友会活動支援

担い手育成事業【拡充】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 18,060 千円

【図３】たべとるマルシェ

■ 79,930 千円

【図４】シニアのための再
就職応援セミナー

■ 113,950 千円

【図５】IoT導入支援事業

交流と連携で元気になる 328,750 千円

主な事業

■ 25,730 千円

【図１】リニアまちづくり
構想

■ 2,800 千円

【図２】L1ラリー

商工業の振興を図るため、商工会議所、商工会その他の商工団体の事
業支援を行います。「恵那くらしビジネスサポートセンター」での経
営相談や起業支援をはじめ、「産業振興会議」の意見を反映した事業
を行います。

・EC活用支援プロジェクト事業（新規）
・恵那ブランドものづくりコラボレーション事業（新規）
・プレミアム付商品券事業（市単独）
・企業魅力発信事業
・シニアワークステーション運営事業【図４】
・商店街活性化支援
・恵那商工会議所・恵南商工会活動支援
・恵那くらしビジネスサポートセンター運営事業（ビジネス支援）

農産物振興事業【拡充】
農業振興に関する特産品の育成支援を図ります。また、「もうかる農
業プロジェクト」を推進し、農産物の生産性及び所得の向上を図りま
す。

・耕作放棄地解消対策事業（新規）
・販売拠点強化事業【図３】
・経営所得安定対策事業

基本施策：

リニアまちづくり事業【継続】

・リニア沿線地域基盤整備事業

モータースポーツ推進事業【継続】
交流人口拡大と地域活性化を図るため、モータースポーツを通じた地
域振興を推進します。

・地域イベント支援【図２】
・WRC啓発活動等

起業・恵那ブランド育成事業【拡充】
中小企業向けの低利融資や恵那ブランド新商品開発等への支援を行
い、事業者の経営改善や発展を促進し、地場産業の育成及び活性化を
推進します。

・IoT導入支援事業（新規）【図５】
・中小企業小口融資貸付
・恵那ブランド新商品開発等支援

商工業振興事業【拡充】

リニア中央新幹線を生かしたまちづくりの推進及び住環境の利便性を
図ります。【図１】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■ 212,910 千円

【図３】道の駅上矢作ラ・
フォーレ福寿の里

■ 25,200 千円

【図４】恵那峡ハーフマラ
ソン

■ 10,000 千円

【図５】クリスタルパーク
恵那スケート場

持続可能型の社会をつくる 24,520 千円

主な事業

■ 7,000 千円

【図１】食農交流会

■ 4,040 千円

【図２】林地残材搬出事業

・「えないっぱい給食」事業（新規）
・学校給食地産地消推進事業
・食農連携事業【図１】

地域材利用促進事業【継続】
地域内経済が循環する持続可能型の社会を形成し、地域の自立と活力
を高めるため、未利用材活用の支援を行います。

・林地残材搬出事業【図２】

地産地消推進事業【拡充】
学校給食に地産地消を取り入れ、子供たちがより身近に感じられる食
農教育を実施するとともに、地元農産物の消費の拡大を図ります。ま
た、一般消費者に向けた地産地消の推進を図ります。

・大河ドラマ「麒麟がくる」活用推進事業（新規）
・日本大正村資料館整備事業
・道の駅そばの郷らっせぃみさとリニューアル整備事業
・道の駅上矢作ラ・フォーレ福寿の里リニューアル整備事業【図３】
・恵那峡リニューアル観光プロモーション事業

スポーツツーリズム推進事業【継続】
スポーツ関係者と市内への観光とを融合させ、観光まちづくりや地域
振興につなげるため、体育連盟・観光協会・地域と連携し合宿誘致を
基本としたスポーツツーリズムを推進します。

・第33回全国健康福祉祭ぎふ大会開催準備事業（新規）
・恵那市笠置峡ボート・カヌー場施設整備事業
・スケート振興普及推進
・恵那峡ハーフマラソン大会開催支援【図４】
・日本大正村クロスカントリー大会開催支援

国民体育大会冬季大会事業【新規】

観光資源活用事業【継続】
大河ドラマ「麒麟がくる」を活用した誘客促進とにぎわい創出の事業
を実施します。また、道の駅そばの郷らっせぃみさと及び道の駅上矢
作ラ･フォーレ福寿の里のリニューアル事業により、市内の観光地や
観光資源を磨き上げ、誘客を強化します。

2021年１月に岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場で開催される第
76回国民体育大会冬季大会スケート競技会（スピードスケート）の開
催に向け、リハーサル大会を開催します。
・国体リハーサル大会の開催【図５】

基本施策：

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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■

【図１】市役所西庁舎総合
案内窓口

■ 11,867 千円

【図２】タブレット端末

休日窓口開庁事業【継続】
毎月、最終日曜日、市役所西庁舎１階にて一部の窓口を開庁します。
また、「迷わせない・待たせない・書かせない」をコンセプトとした
窓口サービスを提供します。【図１】

市民サービスが向上する

市政の運営

ペーパーレス会議推進事業【新規】
会議の効率化とペーパーレス化を図るため、市議会及び市執行部にタ
ブレット端末を導入します。市議会では定例会や情報伝達手段等で活
用し、市執行部では各種会議をはじめとし、外出・出張先等でのモバ
イルワークに活用していきます。【図２】

（注）主な事業を抜粋しているため、「基本施策の額」と「主な事業の合計額」が一致しない場合があります。
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　 「はたらく」・「たべる」・「くらす」に

　 重点を置いた主要事業



はたらく

■放課後児童対策事業

　放課後児童クラブの移転【新規】

■企業誘致推進事業

　新たな工業団地の創出検討【継続】

　サテライトオフィス推進事業【継続】
　　IT（情報推進技術）を活用した働き方を普及する事業

■主要市道整備事業

　恵那西工業団地（長島町255号線）進入路整備事業【継続】
　　工事期間　平成30年度（2018年度）～2020年度
　  　・全体延長1.8ｋｍ（本線延長1.3ｋｍ、本線幅員10.25ｍ）

■農産物振興事業

　耕作放棄地解消対策事業【新規】

　　　・雑木除去、土壌改良、整地作業等に対し補助金交付

■商工業振興事業

　恵那ブランドものづくりコラボレーション事業【新規】
　　恵那市の強みを掘り下げ事業化に繋げる事業
　  　・市内事業者を対象とした勉強会等開催

　EC活用支援プロジェクト事業【新規】
　　ECサイトを活用し市内事業者の売り上げアップを図る事業
　  　・インターネットショップ・ホームページ構築支援

　企業魅力発信事業【継続】

　  　・市内事業者（５社）に対し補助金交付

　恵那くらしビジネスサポートセンター運営【継続】
　  　・岐阜県よろず支援拠点サテライト相談所
  　　・ビジネス・就職・移住定住相談実施
　  　・経営セミナー、創業セミナー開催
　  　・就職支援
　  　・移住・定住支援

168,160千円

1,000千円

17,172千円

114,630千円

6,800千円

11,599千円

900千円

600千円

（概要書１ページ）

　  　・長島小学校区放課後児童クラブの移転（旧長島こども園を整備し
　　　　移転を行う）

　  　・調査費等

　  　・テレワークを体験できるサテライトオフィス２ヶ所（sozo恵那、
　　　　sozo明智）

（概要書８ページ）

　　　・三郷小学校区放課後児童クラブの移転（三郷小学校内に整備し移
　　　　転を行う）

（概要書13ページ）

（概要書２ページ）

79,930千円

274,450千円

557,470千円

2,951千円

　　経済の活性化や雇用創出を図るため、新たな工業団地の創出を検討
　　していく

　　企業の魅力を効果的に発信するためのウェブサイト改修等に対し支
　　援を行う事業

18,060千円
（概要書13ページ）

3,000千円
　　耕作放棄地での作物生産を再開するため、農業者や農業者組織等に
　　対し支援を行う事業
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　シニアワークステーション運営【継続】
　  　・恵那くらしビジネスサポートセンター内設置

　  　・社会保険労務士など専門家による相談・指導

■起業・恵那ブランド育成事業事業

　IoT導入支援事業【新規】
　　市内事業者へのIoT導入を支援する事業
　 　 ・的確なアドバイスができる専門家派遣

■観光資源活用事業

　大河ドラマ「麒麟がくる」活用推進事業【新規】

  　　・大河ドラマ館整備
　  　・観光トイレ、案内看板等整備
　  　・明智光秀シンポジウム開催
　  　・土産物品、特産品の開発促進
　  　・明知鉄道との連携事業（光秀列車等）
　  　・明知城跡（白鷹城）周辺整備

　恵那峡再整備事業【継続】

　　整備内容　さざなみ公園整備、多目的広場整備、ビジターセンター
　　　　　　　整備、湖畔散策路整備、傘岩周辺整備、森林散策路整備、
　　　　　　　案内サイン整備、弁天島整備、駐車場整備、進入路整備

たべる

■健幸まちづくり事業

　えな「美食と健幸」のひとづくり事業【継続】

■農産物振興事業（再掲）

　販売拠点強化事業【継続】

　  　・たべとるマルシェの開催
　  　・食農ポータルサイトの運営
　  　・販売拠点のあり方検討

（概要書２ページ）

18,060千円
（概要書13ページ）

113,950千円

7,940千円

1,822千円

51,224千円

212,910千円

1,000千円

（概要書14ページ）

　　総事業費　1,135,382千円
　　事業期間　平成26年度（2014年度）～2019年度

　  　・生活習慣病予防授業とプロの料理人による料理教室（中学生）

　  　・支援員（１人）による企業訪問、企業セミナー、高齢者の就業
　　　　講座開催

　　大河ドラマ「麒麟がくる」を活用した、観光をはじめとする産業の
　　活性化と地域の活性化及び全国に向けた魅力発信を目的とした事業

　  　・たべるサポーターによる健康的な食生活を推進するための活動
　　　（新規）

　  　・レシピコンテスト（簡単レシピ）の実施とレシピの活用

　　健康的（野菜摂取、減塩）な食を選択できる人を育てる事業。幼少
　　期より段階を踏んで健康を意識した「食」を学ぶ「エーナ食のがっ
　　こう」を開催する。

678千円
　　恵那産農産物等の販売・流通を強化するための販売・PR等を推進す
　　る事業

281,709千円
（※繰越予算含む）

2,190千円

（概要書13ページ）

　　　・プロの料理人による料理教室（妊婦、小学生親子、一般）
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■地産地消推進事業

　えないっぱい給食事業【新規】

　  　・全小中学校×年３回（重点実施）

　食農連携事業【継続】
　　生産者と飲食店をつなぐ取り組みを行い、地産地消を推進する事業
　  　・「食農交流会」の開催

くらす

■障がい者地域生活支援事業

　東濃基幹相談支援センター事業【新規】

　  　・東濃基幹相談支援センター業務委託

■低所得者・子育て世帯向けプレミアム付商品券事業

　低所得者・子育て世帯向けプレミアム付商品券事業【新規】

　  　・対象者（住民税非課税者、３歳未満の子がいる世帯約１万人）
　  　・プレミアム率（20％）
　　　・市内共通商品券発行（約250,000千円）
　　　　購入例：10,000円分の商品券を8,000円で購入可

■商工業振興事業（再掲）

　プレミアム付商品券事業（市単独）【継続】
　　  ・対象者（全市民）
　　　・プレミアム率（10％）
　　  ・市内共通商品券発行（100,000千円）
　　　　購入例：10,000円分の商品券を9,000円で購入可

■防災推進事業

　防災行政無線デジタル化事業【新規】

　  　・移動系デジタル化工事（恵那市全域）
　  　・同報系デジタル化工事（上矢作地区）

　水害ハザードマップ（小里川・阿木川）整備事業【新規】

　  　・水害ハザードマップ作成

　避難所Wi-Fi整備事業【新規】
　　避難所に指定してある施設に対し、Wi-Fi環境を整備する事業
　  　・市内施設13ヶ所に整備

127,490千円

68,250千円

68,250千円

　　2022年12月１日以降使用ができなくなるアナログ方式の防災行政無
　　線に係るデジタル化整備を実施する事業

　　小里川水域、阿木川水域の浸水想定区域の見直しに伴う水害ハザー
　　ドマップを整備する事業

79,930千円

81,330千円

526千円

87,287千円

3,487千円

1,689千円

（概要書３ページ）

8,600千円

（概要書４ページ）

（概要書５ページ）

12,000千円
（概要書13ページ）

7,000千円

4,194千円
（概要書14ページ）

　　毎月１回「ふるさとの日」として実施している地産地消給食につい
　　て、年３回分を重点日として位置付け、野菜・果物・豚肉など恵那
　　市産の食材を更に多く取り入れたおいしい給食を提供する事業

　　東濃５市が連携して「東濃基幹相談支援センター」を立ち上げ、障
　　がい者の相談に加え、重度化や高齢化を見据え、居住支援のための
　　相談支援センターとしして、相談体制の強化を図る事業

　　消費税・地方消費税増税対策として、低所得者・子育て世帯に対し
　　プレミアム付商品券を発行する事業
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　ブロック塀撤去支援事業【継続】

　  　・ブロック塀等撤去補助金

■土地区画整理事業

　正家第二土地区画整理事業【継続】
　　事業期間　平成28年度（2016年度）～2020年度
　  　・都市計画道路　寺平的ヶ屋敷線整備事業（工事）
　  　・都市計画道路　赤田中曽根線整備事業（工事）
　  　・区画整理地内公園整備事業（工事）

■住宅施策推進事業

　土地利用調査事業【継続】
　　住宅用宅地開発を促進するため、土地利用調査を実施する事業
　  　・武並地区土地利用準備業務委託
　　  ・まちづくり基本調査業務委託（２ヶ所）

■小・中学校教育振興事業

　ICT教育推進事業【継続】

　  　・学習支援アプリ導入検討事業（調査・研究）
　  　・小中学校モニター整備事業（普通教室85台）

■スポーツ施設改修事業

　まきがね公園運動施設大規模改修事業【継続】
　　事業期間　平成30年度（2018年度）～2019年度
　　総事業費　400,000千円
　　整備内容
　　　・まきがね公園体育館大規模改修工事（平成30年度事業）

■移住・定住推進事業

　東京圏からの移住支援事業【新規】

　  　・移住支援金交付（世帯での移住：最大100万円）

　移住・定住支援事業【継続】

　  　・定住促進奨励金、空家改修補助金、宅地購入応援補助金、住宅
　  　　取得等補助金

　  　・まちづくり推進員配置（７地域）

　  　・地域おこし協力隊配置（恵那くらしビジネスサポートセンター
　　　　での移住・定住相談２名）

3,000千円

3,000千円

16,643千円

136,558千円

16,730千円

（概要書11ページ）

（概要書７ページ）

（概要書11ページ）

（概要書10ページ）

32,523千円

　  　・まきがね公園野球場大規模改修工事　（内野・外野、バックス
　　　　クリーン、バックネット、外野フェンス等）
　  　・まきがね公園テニスコート大規模改修事業（夜間照明LED化、
　　　　人工芝張替、休憩所等）

　　東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）から市内中小企業等
　　への就職及び移住を支援する事業

　　市内への移住・定住を促進するため、移住・定住者に対し支援する
　　事業。また、地域のまちづくり支援、地域と行政の連携強化を図る
　　事業。

　　地震発生時等におけるブロック塀等の倒壊による被害を防止するた
　　め、道路又は公共施設に面したブロック塀等の撤去を行う場合に支
　　援を行う事業

　　　・まきがね公園健康体力センタートレーニングマシーン更新（平
　　　　成30年度事業）

200,000千円

143,570千円

200,000千円

199,110千円

（概要書７ページ）

219,470千円

219,470千円

　　ICT化が進む社会への対応能力の育成や学力向上を目指し、ICT教育
　　環境の充実を図る事業
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